
５月、荒川河川敷にて合同総合水防訓練が行われ、出席いたしました。荒川越水によ

る河川の氾濫を想定し、避難指示、土のう工法の実演やヘリコプターによる人命救助、

倒壊家屋からの救助と搬送、ポンプ車による排水、そして板橋区、消防署、消防団員、

災害ボランティア、地域住民等の指示系統の確認をしました。

荒川下流タイムラインがモデルエリアとして作成されています。タイムラインとは関係

者が災害時に行う防災行動を時系列に沿ってとりまとめたものです。「いつ」、「何を」、「誰

が」を明確にして防災力の向上に寄与します。現在、このタイムライン（試行版）を台

風の際に運用しております。

私たちにできる事前の対策としては、雨水ますの点検清掃があります。道路に降った雨水

が雨水ますから下水管へと流れていきます。落ち葉や泥やゴミで雨水ますを塞いでいない

かを特に台風等で大雨が予想される時にはご確認ください。また板橋区では「板橋区洪水

ハザードマップ」を作成し、特に浸水が予想される地域の防災意識の高揚に努めております。

＊インターネットからもご覧いただけます。

水害についても地域のみなさんと共に意識を高めて、安心安全な

まちづくり、防災のために平時の備えを万全に行ってまいります。

1976年７月生まれ
1983年	 サンシティ聖母幼稚園卒園
1989年	 板橋区立緑小学校卒業
1992年	 	板橋区立志村第四中学校卒業
1995年	 	都立小石川高等学校卒業（047F）
2000年	 日本大学芸術学部卒業
2002年	 ワシントン州立大学	留学
2003年	 	日本大学大学院芸術学研究科卒業
	 美術館学芸員（５年）
	 	営業職（３年）
2011年４月	板橋区議会議員	初当選
2015年４月	板橋区議会議員	２期目当選

現在、妻と長男（６歳）と長女（４歳）と
板橋区中台在住

山田 貴之（やまだたかゆき）

●プロフィール災害対策 合同総合水防訓練と荒川タイムライン

平
成
33
年
を
目
途
に
児
童
相
談
所
が
板
橋
区
に
移
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
が
北
区
、
荒
川
区
、
板
橋
区
と
３
区
を
広
域
的
に
運
営

し
て
き
た
施
設
で
す
が
、
児
童
法
の
改
正
に
よ
り
板
橋
区
の
単

独
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
大
き
な
変
化
で
あ
り
ま
す
の
で
、

集
中
的
に
視
察
を
重
ね
て
課
題
を
調
査
し
ま
し
た
の
で
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

板
橋
区
の
新
規
事
業
に
関
す
る
調
査

【
児
童
相
談
所
】

中
面
に
続
く

▲

東
京
都
に
は
、現
在
11
の
児
童

相
談
所
が
あ
り
ま
す
。北
児
相
は
、

板
橋
区
、北
区
、荒
川
区
の
地
域
を

担
当
す
る
東
京
都
の
施
設
で
す
。

０
歳
か
ら
18
歳
の
13
万
人
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。児
童
福
祉
司
は

17
名
で
、地
域
ご
と
に
分
け
て
板

橋
区
７
名
、荒
川
北
区
６
名
の
班

体
制
で
業
務
を
し
て
い
ま
す
。人
口

７
万
に
１
人
の
児
童
福
祉
司
が
目

安
で
し
た
が
、４
万
に
１
人
お
く
こ

と
に
法
改
正
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
橋
区
の
ケ
ー
ス
が
３
区
の
中

で
は
人
口
が
多
い
の
で
、１
番
多
い

で
す
。北
児
相
で
の
虐
待
に
関
す

る
相
談
は
、９
７
６
件
数
、う
ち
板

橋
区
４
７
９
件（
速
報
値
、前
年
は

４
２
６
件
）。板
橋
区
の
虐
待
相
談

の
内
訳
は
、心
理
的
虐
待
２
０
５

件
、身
体
的
虐
待
92
件
、ネ
グ
レ
ク

ト
と
続
き
ま
す
。近
年
は
、住
民
の

認
識
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、警

察
が
通
報
を
受
け
て
民
事
で
も
現

場
に
行
く
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、相
談
件
数
は
右

肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

課
題
は
、①
相
談
所
の
人
材
育

成
や
人
材
育
成
を
行
え
る
ス
ー
パ

ー
バ
イ
ザ
ー
の
育
成
、②
職
員
の

人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
約
３
年

東
京
都
北
児
童
相
談
所（
北
区
王
子
）の
視
察

児童
相談所
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第
一
回
板
橋
区
議
会

定
例
会
一
般
質
問（
要
約
・
抜
粋
）

平
成
29
年
度
の
板
橋
区

一
般
会
計
予
算
、

他
３
特
別
会
計
予
算
可
決

５
月
16
日
の
子
ど
も
の
貧
困
対

策
調
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
で

す
。
報
告
事
項
と
議
題
は
計
３
つ

で
し
た
。

１
．「
い
た
ば
し 

子
ど
も 
夢
つ

む
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進

に
つ
い
て

２
．「（
仮
称
）板
橋
区
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
基
本
構

想
」
に
つ
い
て
、

３
．
次
回
以
降
の
調
査
内
容
に
つ

い
て

２
の
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
33
年
度
に
旧
板

橋
第
三
小
学
校
跡
地
に
設
置
を
予

定
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。
大
変

重
要
な
内
容
で
す
。
こ
れ
ま
で
も

説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
今

Q
山
田
貴
之

①
29
年
度
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
２
名
増
員
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
さ
ら
な
る
人
員

拡
充
は
必
須
。
区
の
見
解
は
。
②

不
登
校
改
善
へ
の
今
後
の
取
組
み

方
針
は
。
③
不
登
校
や
不
登
校
に

つ
な
が
る
長
期
欠
席
が
見
ら
れ
る

教
育
に
つ
い
て
問
う

③
28
年
度
は
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
意
見
聴
取
し
た
。
今
後
は

チ
ー
ム
創
設
に
向
け
た
具
体
的
な

方
策
を
検
討
す
る
。
④
効
果
検
証

を
行
い
な
が
ら
、
他
教
科
へ
の
拡

大
に
向
け
、
導
入
時
期
や
財
政
上

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Q
山
田
貴
之

豊
島
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
推

進
条
例
で
は
、
管
理
状
況
の
届
け

出
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
状
況
把
握
を
効
果

的
に
進
め
て
い
る
。
区
に
お
け
る

条
例
制
定
の
考
え
は
。

A
区
長

条
例
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

29
年
度
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

Q
山
田
貴
之

障
が
い
児
の
受
入
れ
に
積
極
的

な
園
の
経
営
を
安
定
さ
せ
、
利
用

者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
も

職
員
の
増
配
置
を
支
援
す
る
制
度

が
必
要
。
区
の
考
え
は
。

A
教
育
長

29
年
度
に
私
立
幼
稚
園
に
お
け

る
障
が
い
児
の
受
入
れ
状
況
に
つ

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に

関
す
る
条
例
制
定
を

私
立
幼
稚
園
障
害
児
就
園

運
営
費
補
助
金
制
度
の

早
期
実
現
を

３
月
、
平
成
29
年
度
の
板
橋
区

一
般
会
計
予
算
、
他
３
特
別
会
計

予
算
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
、

改
善
点
や
要
望
も
板
橋
区
に
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
予
算
分
科
会

審
議
で
は
、
災
害
時
の
危
機
管
理

体
制
に
つ
い
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
質
問
で
は
、
教
育
を
柱

に
し
な
が
ら
、
不
登
校
児
童
生
徒

の
将
来
設
計
や
計
画
中
の
新
中
央

図
書
館
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
、
質
問
を
し
ま
し
た
。
様
々
な

機
会
に
頂
戴
す
る
ご
意
見
や
ご
要

望
を
受
け
止
め
、
区
民
目
線
を
大

切
に
し
て
将
来
を
見
据
え
た
区
政

の
実
現
の
た
め
働
い
て
参
り
ま
す
。

い
て
、
私
立
幼
稚
園
協
会
と
協
議

し
な
が
ら
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
総
合
的
な
障
が
い
児
支
援

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

�

＊�

以
上
の
ほ
か
、
新
中
央
図
書
館

と
教
育
科
学
館
、児
童
相
談
所
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
文

化
財
保
護
に
つ
い
て
質
問
を
し

ま
し
た
。

対
象
者
へ
の
適
切
な
支
援
や
困
難

ケ
ー
ス
を
機
動
的
か
つ
柔
軟
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
チ
ー
ム
体
制
が
必

要
。
30
年
に
は
「
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
」
が
発
足
し
、
教
育
に
関

す
る
情
報
提
供
や
学
習
機
会
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
な
う
計

画
だ
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

④
英
語
科
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が

中
学
校
全
学
年
に
導
入
さ
れ
、
現

場
の
先
生
か
ら
も
継
続
使
用
を
希

望
す
る
声
を
多
く
聞
く
。
効
果
的

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
進
め
る
た
め
、

小
・
中
学
校
の
国
語
、
さ
ら
に
は

社
会
、
理
科
と
導
入
教
材
を
拡
大

す
べ
き
。
区
の
方
針
は
。

A
教
育
長

①
い
じ
め
や
貧
困
の
問
題
に
対

し
、
学
校
や
家
庭
お
よ
び
関
係
機

関
と
連
携
し
、
よ
り
迅
速
か
つ
個

別
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
財
政
的

な
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
な

る
増
員
を
検
討
す
る
。
②
29
年
度

も
不
登
校
改
善
重
点
校
を
継
続
し

て
指
定
し
、
区
立
学
校
に
お
け
る

不
登
校
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

回
私
は
、
要
約
す
る
と
以
下
４
点

に
つ
い
て
質
疑
致
し
ま
し
た
。

①
児
童
相
談
所
で
は
な
く
、
名

称
が
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
に
な
っ
た
。
相
談
所
長
の
他

に
セ
ン
タ
ー
長
の
役
職
を
設
け
る

の
か
。
組
織
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

②
児
童
相
談
所
は
、
24
時
間

３
６
５
日
の
稼
働
と
な
る
。
板
橋

区
で
は
、
初
め
て
の
シ
フ
ト
体
制

を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
児
童
相
談
所
長
や
職
員
は
、
親

権
と
対
峙
し
た
り
難
し
い
判
断
や

法
務
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。
弁

護
士
の
雇
用
な
ど
を
含
め
、
考
え

は
あ
る
か
。
ま
た
、
現
在
東
京
都

は
ど
の
よ
う
な
体
制
整
備
が
さ
れ

て
い
る
か
。
④
児
童
虐
待
の
通
告

件
数
も
右
肩
上
が
り
で
あ
り
、
東

京
都
の
総
合
セ
ン
タ
ー
も
施
設
規

模
や
人
材
に
余
裕
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
板
橋
区
の
施
設
規
模
、

人
材
配
置
計
画
は
適
正
で
あ
る
か
。

こ
れ
ま
で
金
沢
市
児
童
相
談
所

（
一
時
保
護
所
）、北
児
童
相
談
所
、

東
京
都
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
（
中
央
児
童
相
談
所
）
な

ど
視
察
を
重
ね
勉
強
し
て
参
り
ま

し
た
。
視
察
を
生
か
し
て
責
任
あ

る
発
言
や
提
言
を
し
て
参
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
議
題
と
し

て
、
板
橋
区
の
子
ど
も
の
貧
困
の

現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
、
各
課

の
デ
ー
タ
や
情
報
を
調
査
す
る
必

要
を
指
摘
致
し
ま
し
た
。
現
場
の

声
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
対
策

の
提
言
を
し
て
参
り
ま
す
。

談
所
を
単
独
設
置
す
る
他
区
の
課

題
で
は
な
い
か
と
提
起
し
て
頂
き

ま
し
た
。
児
相
を
頼
る
子
供
た
ち

の
気
持
ち
を
汲
む
に
は
経
験
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
人
材
育
成
、
や

は
り
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
再
認

識
を
し
ま
し
た
。

一
時
保
護
所
や
付
帯
設
備
を
じ

っ
く
り
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
様
子
も
拝
見
し

ま
し
た
。
板
橋
区
の
児
童
相
談
所

に
視
察
を
生
か
し
て
参
り
ま
す
。

講
演
「
児
童
福
祉
法
改
正
の
背

景
と
概
要
〜
児
童
相
談
所
の
設
置

に
向
け
て
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
担
当
部
局
の
百
瀬

秀
氏
か
ら
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
は
、
様
々
な
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
児

童
虐
待
に
関
す
る
件
が
増
え
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
は
全
国
10
万

件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

右
肩
上
が
り
で
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。（
全
体
の
相
談
件
数

は
約
40
万
件
、
障
害
相
談
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。）
板
橋
区

は
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相

談
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

切
れ
間
な
い
相
談
支
援
の
基
盤
を

整
備
す
る
た
め
に
、
児
童
福
祉
法

改
正
を
受
け
て
、
児
童
相
談
所
の

設
置
を
決
め
て
い
ま
す
。

講
演「
児
童
福
祉
法
改
正
の
背
景
と
概
要

〜
児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
て
」

子
ど
も
の
貧
困
対
策
調
査
特
別
委
員
会

児童
相談所

児童
相談所

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
、
板
橋
区
議
会
自
民
党
有
志
で

視
察
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
総

工
費
は
、
44
億
７
千
万
円（
国
庫
か

ら
10
億
円
）、
児
童
総
合
セ
ン
タ
ー

と
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
と
新
宿
少

年
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の
相
談
機
関

が
１
つ
の
施
設
で
連
携
を
促
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
児
童
相
談
セ
ン
タ

ー
に
は
、
常
勤
１
７
５
名
、
非
常

勤
１
０
０
名
の
計
２
７
５
名
が
働

き
、
24
時
間
３
６
５
日
通
年
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
板
橋
区
の
子
供

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
夕
方
５
時

に
な
る
と
、こ
の
都
の
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

東
京
都
の
施
設
で
あ
る
の
で
、

施
設
規
模
や
人
員
配
置
に
余
力
が

あ
る
か
と
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、近

年
の
虐
待
等
の
通
告
の
増
加
も
あ

り
、人
員
に
関
し
て
は
足
り
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
と
の
回
答
。
人
材

育
成
に
は
少
な
く
と
も
３
年
は
必

要
で
、
業
務
の
厳
し
さ
ゆ
え
に
途

中
で
辞
め
る
職
員
も
い
る
が
故
に
、

課
題
だ
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
直
営
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
職
場
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

は
、
職
員
の
学
習
機
会
が
少
な
い

こ
と
で
あ
り
、
板
橋
区
や
児
童
相

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
新
宿
区
北
新
宿
）の
視
察

児童
相談所

で
一
人
前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
頃
に
配
置
換
え
と
な
る
人

事
制
度
）、③
過
酷
な
仕
事
ゆ
え
、

新
人
と
ベ
テ
ラ
ン
の
間
の
人
材
が

定
着
し
な
い
、④
関
係
機
関
（
例

え
ば
警
察
）
と
の
連
携
、
⑤
一
時

保
護
所
収
容
人
数
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、居
場
所
の
確
保
（
里
親

を
増
や
す
。
板
橋
区
里
親
18
家

庭
）、⑥
北
児
相
と
し
て
も
、業
務

を
進
め
な
が
ら
の
人
材
育
成
に
限

界
が
あ
る
、⑦
移
管
に
関
す
る
事

務
レ
ベ
ル
で
の
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
計
画
が
欠
か
せ
な
い
（
現
状
は

東
京
都
で
は
23
区
が
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
か
把
握
で

き
て
い
な
い
）、な
ど
。お
話
を
伺

い
改
め
て
た
く
さ
ん
の
課
題
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表
紙
よ
り

▲
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見次公園の手漕ぎボートによく乗り
に出かけます。子供たちが漕ぐとフラ
フラと釣り人の座る池の淵に激突し
そうになりますが、それを上手に回避
するのが父親の腕の見せどころ。漕ぐ
のに飽きてお菓子を食べ始めたとき
は、学校のことや友達のことを聴きま
す。楽しい時間です。小さな遊具も
あって、家族でのんびり過ごすのにお
すすめです。ぜひ。

家族でゆったり楽しむ夏休み !!

板
橋
区
土
地
開
発
公
社
評
議
員

会
に
て
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

初
日
の
議
題
は
板
橋
区
土
地
開

発
公
社
の
決
算
報
告
審
査
で
し

た
。
板
橋
区
の
事
業
計
画
に
準
じ

て
、公
社
の
土
地
取
得
は
進
め
ら
れ

ま
す
。例
え
ば
、
道
路
の
拡
幅
事
業

や
施
設
公
園
整
備
事
業
の
た
め
に

で
す
。
思
う
よ
う
に
事
業
が
進
ま

ず
、
原
則
的
な
土
地
保
有
期
間
の

５
年
を
過
ぎ
て
も
公
社
が
持
ち
続

け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

事
業
計
画
と
土
地（
税
金
）の
有

効
活
用
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と

を
社
会
経
済
情
勢
を
睨
み
な
が
ら

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
土
地
の

異
常
な
高
騰
に
よ
り
用
地
取
得
が

困
難
だ
っ
た
時
代
に
取
得
の
強
化

を
図
る
た
め
、
特
別
法
人
化
さ
れ
、

今
に
至
り
ま
す
。
多
様
な
土
地
取

得
の
需
要
を
精
査
し
、
区
民
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
公
社
評

議
会
を
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
評
議
会

会
長
に
就
任
し
ま
し
た

地域の方にご要望頂いた件
の進捗状況です。中台３丁
目歩道橋のスロープの再舗
装は、８月中頃までに工事
をすることになりました。
表面がずいぶんと削れてい
たり、盛り上がったりと危
険な状況でした。速やかに
改善していただけることになりました。ご報告でした！

 歩道橋の再舗装（６月 20 日）

▲板橋区中台地域の
さくら草まつりにて。
坂本たけし区長（右）、
中川修一教育長（左）

活動報告ブログ 日々の活動はブログ、FB、ツイッター等で発信をしております。
閲覧を頂き、ご意見を頂ければ幸いです。

板橋区の区史の編纂にも携
わられた民俗学者です。日
本の歴史や宗教を研究され
た著名な研究者です。板橋
区内に在住し、2007 年に
亡くなられるまで、板橋区
のために大きな貢献をされ
ました。
先生のご著書や資料は、誰
でも自由に学べる場をとの
思いから、板橋区に寄贈さ
れました。その数、およそ
３万８千点。新中央図書館
に収蔵され、広く活用が図られることを私は求めてきました。今年は
先生の生誕 100 年にあたりますので、板橋区役所のロビースペース
に記念展示がされています。＊展示は終了しています。

 櫻井徳太郎先生を知っていますか？（５月26日）

山田 貴之

５
月
、板
橋
区
議
会
に
て
企
画

総
務
委
員
会
委
員
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。企
画
総
務
委
員
会
で

は
、政
策
経
営
部
７
課
、総
務
部
７

課
、危
機
管
理
室
２
課
、会
計
管
理

室
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、監

査
委
員
事
務
局
の
業
務
に
関
す
る

こ
と
を
審
議
し
ま
す
。委
員
会
を
構

成
す
る
議
員
は
10
名
で
あ
り
、１
期

目
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
多
様
な
議

員
が
所
属
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
１

年
間
の
任
期
の
中
で
、同
じ
メ
ン
バ

ー
で
審
議
を
続
け
て
い
き
ま
す
。審

議
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
委
員
長

の
職
責
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。大

役
に
身
が
引
き
締
ま
り
ま
る
思
い

で
す
。や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
の
機

会
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
、懸
命
に
取
り
組
み
ま
す
。

企
画
総
務
委
員
会

委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た




